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以
降
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
鳥

羽
市
文
化
財
専
門
員
・
野
村
史
隆
氏
、
ま
た

中
世
文
学
研
究
者
・
辻
晶
子
氏
、
お
よ
び
岩

田
準
一
研
究
者
・
森
永
香
代
氏
、
そ
し
て
近

代
文
学
研
究
者
で
あ
る
筆
者
に
よ
っ
て
応
急

処
置
を
施
し
な
が
ら
整
理
分
類
し
、
改
め
て

Ｐ
Ｃ
で
リ
ス
ト
を
一
か
ら
作
成
す
る
作
業
が

開
始
さ
れ
た
。
研
究
者
連
は
お
よ
そ
十
日
か

ら
二
週
間
お
き
に
鳥
羽
を
訪
れ
、
損
な
わ
れ

た
資
料
の
補
修
作
業
に
あ
た
っ
た
。
焼
け
跡

の
資
料
の
中
か
ら
は
、
岩
田
準
一
の
全
身
像

が
映
っ
た
ガ
ラ
ス
乾
板
と
い
っ
た
珍
し
い
も

の
や
挿
絵
の
下
絵
、
岩
田
に
よ
る
乱
歩
の
似

顔
絵
が
描
き
つ
け
ら
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
が
続
々
と
現
れ
、
ま
た

救
い
出
さ
れ
た
金
庫
の
中
か
ら
は
与
謝
野
鉄

幹
・
晶
子
の
書
簡
三
十
一
通
が
発
見
さ
れ
も

し
た
が
、
そ
れ
ら
を
分
析
す
る
前
に
、
と
も

か
く
も
水
浸
し
に
な
っ
た
紙
を
乾
か
す
作
業

や
、
焼
け
焦
げ
た
紙
を
注
意
深
く
補
修
す
る

作
業
を
優
先
し
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
う
し

た
現
場
作
業
を
通
し
て
改
め
て
学
ぶ
こ
と
は

甚
だ
多
く
、
文
学
研
究
者
と
し
て
の
社
会
貢

献
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。

　

一
方
、
十
一
月
十
日
に
商
工
会
議
所
を
中

心
に
今
後
の
運
営
に
関
す
る
方
針
が
審
議
さ

れ
、
二
〇
二
三
年
春
に
は
焼
失
し
た
母
屋
に

隣
接
す
る
空
き
家
を
改
装
し
て
江
戸
川
乱
歩

　

二
〇
二
一
年
十
月
二
十
五
日
、
当
方
の
許

へ
一
報
が
入
っ
た
。
当
日
の
『
読
売
新
聞
オ

ン
ラ
イ
ン
』
は
、「
24
日
午
後
11
時
45
分
頃
、

三
重
県
鳥
羽
市
鳥
羽
、
鉄
骨
３
階
建
て
ビ
ル

付
近
か
ら
出
火
、
ビ
ル
や
周
辺
の
文
化
施
設

「
江
戸
川
乱
歩
館
」、
居
酒
屋
な
ど
計
７
棟
を

焼
い
た
。」
と
い
う
見
出
し
で
速
報
し
た
。

翌
二
十
六
日
付
『
毎
日
新
聞
』
三
重
版
で
は
、

「「
貴
重
な
宝
が
一
夜
で
…
」　

江
戸
川
乱
歩

館
、
火
事
で
未
整
理
資
料
な
ど
焼
失
」
と
し

て
、
よ
り
詳
し
く
報
道
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
報
道
に
見
る
と
お
り
、鳥
羽
の
民
俗
学
者
・

岩
田
準
一
の
生
家
は
全
焼
し
、
屋
内
に
収
蔵

さ
れ
て
い
た
貴
重
な
資
料
は
一
部
を
残
し
て

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
江

戸
川
乱
歩
館
を
委
託
管
理
し
て
い
た
鳥
羽
商

工
会
議
所
に
連
絡
し
て
十
月
三
十
一
日
に
現

地
入
り
し
、
岩
田
家
の
ご
遺
族
や
乱
歩
館
の

関
係
者
の
方
々
と
一
緒
に
現
場
検
証
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
惨
状
に
は
呆
然
と

す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
母
屋
の
屋
根
は
ま
っ

た
く
焼
け
落
ち
、
柱
と
壁
の
一
部
の
み
か
ろ

う
じ
て
残
っ
て
い
た
が
、
建
物
の
復
元
は
も

は
や
考
え
ら
れ
な
い
状
況
と
い
う
有
様
。
母

屋
の
二
階
の
金
庫
お
よ
び
裏
手
に
あ
っ
た
土

蔵
に
ま
で
は
火
が
回
ら
ず
、
そ
ち
ら
に
収
め

て
い
た
資
料
は
無
事
で
あ
っ
た
が
、
喪
わ
れ

た
資
料
を
思
う
と
胸
が
塞
い
だ
。
幸
い
、
筆

者
は
科
研
費
に
よ
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
か
ら
乱

歩
館
の
母
屋
一
階
の
資
料
群
を
デ
ジ
タ
ル
撮

影
し
て
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
す
る
作
業
を
し
て
い

た
の
で
、
現
物
は
焼
失
し
て
も
デ
ジ
タ
ル
画

像
は
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
ほ
ど
デ
ジ
タ

ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
作
業
を
し
て
お
い
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。
同
時
に
、

全
国
に
あ
る
貴
重
な
文
献
資
料
も
、
い
つ
何

時
こ
の
よ
う
な
火
災
等
に
見
舞
わ
れ
な
い
と

も
限
ら
な
い
と
感
じ
、
改
め
て
資
料
の
デ
ジ

タ
ル
・
デ
ー
タ
化
お
よ
び
ア
ー
カ
イ
ヴ
事
業

の
急
務
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

地
元
の
方
々
の
懸
命
の
尽
力
で
焼
け
跡
か

ら
救
い
出
さ
れ
た
資
料
は
、
そ
れ
で
も
簡
易

段
ボ
ー
ル
何
箱
に
も
及
ぶ
量
で
、
そ
れ
ら
は

い
っ
た
ん
鳥
羽
市
歴
史
文
化
ガ
イ
ド
セ
ン
タ

ー
内
や
近
く
の
ガ
レ
ー
ジ
に
保
管
さ
れ
た
。

鳥
羽
の
江
戸
川
乱
歩
館
復
活
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

動
き
に
つ
い
て 

小
　
松
　
史
生
子

館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
し
、
次
い

で
岩
田
準
一
記
念
館
の
オ
ー
プ
ン
も
目
指
す

と
い
う
前
向
き
な
方
針
が
決
定
さ
れ
た
の
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
針
に
基

づ
き
、
商
工
会
議
所
や
市
の
文
化
財
専
門
員

と
、
筆
者
を
含
め
た
文
学
研
究
者
連
と
が
連

携
・
協
力
し
て
、
資
料
の
整
理
保
存
そ
し
て

解
読
を
進
め
る
作
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
な

る
。
火
災
か
ら
始
ま
っ
て
、
こ
れ
ら
の
過
程

が
ニ
ュ
ー
ス
で
逐
一
報
道
さ
れ
る
に
伴
い
、

全
国
の
江
戸
川
乱
歩
フ
ァ
ン
や
ミ
ス
テ
リ
研

究
者
・
団
体
、
ま
た
岩
田
準
一
と
交
流
が
あ

っ
た
南
方
熊
楠
を
研
究
す
る
方
々
か
ら
支
援

の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
も
明
記
し
て
お
き

た
い
。
立
教
大
学
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

はT
w
itter

で
こ
の
件
に
触
れ
、
日
本
推
理

作
家
協
会
や
『
新
青
年
』
研
究
会
と
い
っ
た

ミ
ス
テ
リ
関
係
団
体
、
ま
た
二
〇
二
〇
年
十

月
に
江
戸
川
乱
歩
旧
宅
跡
記
念
碑
を
建
立
し

た
名
古
屋
の
関
係
者
団
体
か
ら
も
心
配
す
る

声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、
鳥
羽
の
江
戸
川

乱
歩
館
は
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
た
。
の
み

な
ら
ず
、
文
献
資
料
の
保
存
・
補
修
に
日
頃

か
ら
多
大
な
関
心
を
持
つ
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
方

面
か
ら
も
今
後
の
作
業
の
展
開
が
注
視
さ
れ

る
事
態
と
な
り
、
文
学
館
・
記
念
館
と
い
っ

た
施
設
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
再

考
す
る
得
難
い
機
会
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

年
が
明
け
て
二
〇
二
二
年
一
月
中
旬
、
愛
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知
県
犬
山
市
の
博
物
館
明
治
村
が
筆
者
の
研

究
室
を
訪
問
。
こ
の
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

明
治
村
の
謎
解
き
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
江
戸

川
乱
歩
を
企
画
す
る
件
に
つ
い
て
の
相
談
で

あ
っ
た
が
、鳥
羽
乱
歩
館
に
も
話
題
が
及
び
、

結
果
、
明
治
村
内
の
千
早
赤
坂
小
学
校
講
堂

で
鳥
羽
乱
歩
館
復
建
へ
の
寄
付
金
を
募
る
展

示
会
開
催
が
急
遽
決
定
し
、
金
城
学
院
大
学

の
筆
者
の
ゼ
ミ
生
達
が
乱
歩
作
品
の
梗
概
を

二
十
代
の
若
者
視
点
で
ま
と
め
る
パ
ネ
ル
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「『
犯
人
は

誰
だ
？
』
謎
解
き
の
誕
生
〜
明
治
・
大
正
の

探
偵
小
説
か
ら
江
戸
川
乱
歩
ま
で
〜
」（
二

〇
二
二
年
三
月
二
十
六
日
～
六
月
二
十
六

日
）
と
題
し
た
展
示
会
は
、
学
生
が
作
成
し

た
パ
ネ
ル
の
他
、
乱
歩
が
暮
ら
し
て
い
た
一

八
九
七
年
～
一
九
一
二
年
の
名
古
屋
市
街
図

等
の
一
次
資
料
、
乱
歩
が
読
ん
で
い
た
当
時

に
流
行
し
た
探
偵
小
説
本
や
海
外
小
説
の
原

本
等
も
豊
富
に
展
示
さ
れ
、話
題
を
呼
ん
だ
。

展
示
会
の
模
様
は
、「
メ
イ
ジ
ノ
オ
ト
」
Ｈ

Ｐ
で
レ
ポ
ー
ト
が
閲
覧
で
き
る
（https://

w
w
w
.m
eijim

ura.com
/m
eiji-note/

post/exhibition_edogaw
a-ram

po/

）。

集
ま
っ
た
寄
付
金
は
展
示
会
終
了
後
に
明
治

村
か
ら
鳥
羽
商
工
会
議
所
に
贈
ら
れ
、
そ
の

一
部
始
終
が
テ
レ
ビ
そ
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
で

放
送
さ
れ
た
。

　

五
月
十
五
日
、
岩
田
準
一
の
令
孫
・
岩
田

光
正
氏
宅
に
保
存
さ
れ
て
い
た
資
料
に
つ
い

て
の
連
絡
が
、筆
者
の
許
に
も
た
ら
さ
れ
る
。

こ
の
中
に
は
、
今
ま
で
日
の
目
を
見
な
か
っ

た
岩
田
準
一
晩
年
の
入
院
過
程
を
示
す
メ
モ

類
、
乱
歩
や
稲
垣
足
穂
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶

子
か
ら
の
未
整
理
な
書
簡
、
そ
の
他
に
も
著

名
な
文
人
達
と
の
交
信
を
示
す
貴
重
な
資
料

が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
た
。
早
速
各
地
の
文

学
研
究
者
に
協
力
を
あ
お
ぎ
、
八
月
十
七
日

～
二
十
日
に
か
け
て
総
勢
九
名
（
井
川
理
・

乾
英
治
郎
・
柿
原
和
宏
・
川
崎
賢
子
・
小
松

史
生
子
・
鈴
木
優
作
・
丹
羽
み
さ
と
・
松
田

祥
平
・
森
永
香
代
）
の
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、

鳥
羽
で
合
宿
を
張
り
、
三
泊
四
日
間
集
中
し

て
こ
れ
ら
資
料
の
リ
ス
ト
作
成
作
業
に
あ
た

っ
た
。
参
加
メ
ン
バ
ー
は
東
京
・
埼
玉
・
名

古
屋
・
熊
本
か
ら
集
ま
り
、
未
整
理
の
山
か

ら
貴
重
な
資
料
が
発
見
さ
れ
る
た
び
に
感
動

の
声
を
上
げ
な
が
ら
、
全
力
集
中
し
て
大
小

そ
れ
ぞ
れ
二
十
一
も
の
箱
や
袋
に
入
っ
た
未

整
理
資
料
と
取
り
組
み
、
エ
ク
セ
ル
で
一
覧

表
に
入
力
し
商
工
会
議
所
と
岩
田
家
に
納
め

た
。
後
々
、
こ
の
一
覧
表
が
公
開
さ
れ
て
、

江
戸
川
乱
歩
お
よ
び
岩
田
準
一
の
研
究
に
資

す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、

こ
の
合
宿
に
は
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
に
わ
た

る
各
世
代
が
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
特
に

若
手
研
究
者
に
と
っ
て
は
歴
史
的
な
価
値
の

あ
る
一
次
資
料
の
現
物
を
直
に
扱
え
る
良
い

機
会
に
も
な
っ
た
。

　

十
月
に
は
被
災
か
ら
一
年
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
局
を
は
じ
め
、
中
日
新
聞

や
朝
日
新
聞
か
ら
の
取
材
も
多
く
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
二
三
年
は
江
戸
川
乱
歩
が
作

家
デ
ビ
ュ
ー
し
て
百
年
と
い
う
記
念
の
年
に

当
た
る
と
い
う
こ
と
で
、
平
凡
社
が
『
別
冊

太
陽
』で
乱
歩
の
特
集
を
組
む
こ
と
を
決
定
。

そ
の
特
集
内
で
乱
歩
の
鳥
羽
造
船
所
時
代
を

取
材
す
る
企
画
が
持
ち
上
が
り
、
編
集
者
と

カ
メ
ラ
マ
ン
が
筆
者
同
行
で
十
月
三
十
一
日

に
来
鳥
し
た
。
乱
歩
夫
人
・
村
山
隆
の
故
郷

で
あ
る
坂
手
島
に
も
渡
航
し
、
現
地
踏
査
を

行
っ
た
。
ま
た
、
二
十
年
前
か
ら
発
刊
が
計

画
さ
れ
て
い
た
岩
田
準
一
の
日
記
に
つ
い
て

も
、
岩
田
準
一
の
子
息
で
あ
る
故
岩
田
貞
雄

氏
の
意
思
を
継
ぎ
、
そ
の
刊
行
を
目
指
し
て

鳥
羽
在
の
椎
木
眞
夏
氏
に
よ
る
研
究
が
進
ん

で
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

新
・
江
戸
川
乱
歩
館
は
、
二
〇
二
三
年
春

（
Ｇ
Ｗ
前
）
に
開
館
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
先
立
つ
四
月
二
十
二
日
に
は
、
開
館

を
祝
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
企
画
さ
れ
て
い

る
。
思
え
ば
、
突
然
の
全
焼
と
い
う
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
小
規
模
の
私
立
文
学
館
が
、
わ

ず
か
一
年
余
り
で
数
々
の
新
発
見
資
料
を
掘

り
起
こ
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
ま

で
漕
ぎ
つ
け
た
の
は
、
奇
跡
に
近
い
と
言
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
一
年
余
り
、

筆
者
は
地
元
の
文
学
・
文
化
財
を
守
ろ
う
と

す
る
鳥
羽
の
関
係
者
連
の
熱
意
に
心
か
ら
感

動
す
る
こ
と
、
頻
り
で
あ
っ
た
。
被
災
は
ま

こ
と
に
残
念
な
事
態
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ

を
機
に
文
学
研
究
者
と
地
元
の
研
究
者
・
愛

好
者
、
そ
し
て
行
政
が
、
互
い
の
持
て
る
ツ

ー
ル
や
能
力
を
提
供
し
あ
っ
て
資
料
を
守
り

抜
く
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
践
で
き
た

こ
と
に
な
る
。
昨
今
、
人
文
系
の
学
問
の
価

値
が
過
小
評
価
さ
れ
る
傾
向
が
多
々
み
ら
れ

る
日
本
の
世
情
で
あ
る
。
鳥
羽
の
江
戸
川
乱

歩
館
再
建
の
過
程
が
、
人
文
系
研
究
に
携
わ

る
多
く
の
人
々
を
励
ま
し
、
そ
の
土
地
の
文

学
・
文
化
を
保
存
す
る
施
設
の
今
後
を
前
向

き
に
、
よ
り
発
展
的
に
再
検
討
す
る
事
態
に

貢
献
で
き
る
な
ら
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な

い
。　
　
　
　
　
　
（
金
城
学
院
大
学
教
授
）

ガレージ内に収蔵された資料群
（2021年10月31日　小松撮影）


